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「ウガンダの小学校教育の現状と課題」

1 月 29 日（土）に「ウガンダの小学校教育の現状と課題～青年海外協力隊と大学院での学びを通
して～」と題して、ウガンダ OV 会会長の鷹觜悠史さん（通称 ケニア）に講演をしていただきました。

鷹觜さんは青年海外協力隊としてウガンダで活動する中で学校へ通えない子供たちについて興味を
持ち、この問題についてより深く学ぶため、ロンドン大学教育研究所（UCL, IOE）で教育と国際開
発学の修士課程に進学し 2021 年に修士号を取得されました。
修士論文のタイトルは “Challenges to Completing Primary Education in Rural 

Uganda: A Case Study of a Government Primary School”. 

今回の講演では前半では主に青年海外協力隊で問題意識を深めたこと、後半では論文の内容や構

成についてお話いただきました。参加者からも多くの質問が寄せられ、充実した講演会となりました。
鷹觜さんは現在 JICA ケニア事務所で教育セクターの企画調査員として勤務されており、今後も学
校へ通えない子供たちへの支援に携わってくとのことです。

・「ウガンダの小学校教育の現状と課題」視聴URL

https://www.youtube.com/watch?v=SsIUWpDjGS4

(※動画は限定公開としておりますので、URLの無断での共有・拡散はご遠慮ください)

協力隊祭り 参加 します！！

日 時： 2022年4月23日（土）
13：00‐17：00（日本時間）

7：00‐11：00（ウガンダ時間）

※詳細は、チラシをご覧ください。



ウガンダ隊OV会に
参加しませんか？

ご入会はこちらから→

2020年8月に発足したウガンダ隊OV会。
以下3つを目的に活動しています。

①ウガンダ隊の隊員とOVの交流を深め発展させ
る場を提供する

②ウガンダでの隊員経験を社会に還元する活動
を支援する

③ウガンダと日本の友好を深める活動を推進する

これから皆さんと一緒に充実した会にしていきたいと
思っております。ぜひご入会ください♪

（初年度会費無料、2年目以降 500円/年）

問合せ先：jocvuganda@gmail.com

ウガンダ NOW NOW

こんにちは、2021年1次隊 食用作物・稲作栽培の隊員として派遣されている岩谷英孝です。私の配属先は
ホイマ県ブリンディにありますBulindi NARO ZARDIという農業研究施設になります。これまでも多くの隊員
を受け入れている施設であり私が6代目にあたります。これまでにウガンダへ隊員として派遣された方々にもご

存知の方が多いのではないでしょうか。同施設ではコメ、メイズ、グラウンナッツ、ポテト、家畜、養殖漁業など
農林水産に関することを幅広く取り扱っています。

私の活動内容としてはイネの栽培試験を行う予定です。現在、栽培試験計画を立てており陸稲は除草剤、水
稲は葉色をキーワードとして検討していきたいと考えています。昨シーズンは種子生産用圃場が全滅してし
まったという事だったので、まず今シーズンは種子をしっかりと確保していき、来シーズンから栽培試験を始め
て行きます。
ウガンダに来て約3ヶ月、配属先へ赴任して約2ヶ月が経ちました。1日の動きをご紹介したいと思います。
＜平日＞
7:00 起床
8:00 圃場観察
8:40 CPと合流し作業があれば作業へ、無ければオフィスへ
13:30 食堂でランチ (我慢できず部屋で食べてしまうことも･･･)
~17:00 圃場観察、オフィス内
23:00   夕食後就寝

＜休日＞
8:30    起床
9:00    圃場観察
10:00   町へ(20km)行き食料品の買い出しや昼食、散歩。
15:00   帰宅してシャワーを浴び映画鑑賞
23:00 夕食後就寝

現在派遣されている全ての隊員はコロナウイルスによる病床率の圧迫の可能性によりバイクの貸与は行わ
れておりません。20キロ先の町まではそう簡単にいけないので１回の買い出しがすごい量になってしまいます。
ですが、いろいろな手段を模索するという意味ではそれも良い経験になると思っています。

現役隊員の声を皆さんにお届けします！

2021年度1次隊 岩谷英孝さん

mailto:jocvuganda@gmail.com

